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【研究ノート】

今の形〈シルエット〉を探る
―トレンチコートに見るスタイルの変遷と今―

An Investigation of Current Styles:
Style Changes and Recent Trends in Trench Coats

福﨑 エベリン桃子
FUKUZAKI, Evelyn Momoko

Ⅰ．はじめに

「ファッション」をつくるうえで最も注目すべきポ
イント、それは、今の形〈シルエット〉をとらえるこ
とだと考える。
時代の流れのなかで常に変化し続けるファッション
界で、シーズンごとに発信されるトレンドの要素のひ
とつにシルエットがある。洋服そのもののかたちを指
すシルエットは、Aライン、フィット＆フレアー、
ボックスなど、様々な名称で表されるが、ここで言う
今の形〈シルエット〉とは、サイズ感とバランス感を
指す。洋服はどんなアイテムでも、その時々のサイズ
感とバランス感でコーディネートされて人が着用する
ことで、その時代の雰囲気をつくりだしている。それ
は、トレンド感のあるデザインアイテムに限ったこと
ではなく、スタンダードアイテムにも見ることができ
る。
スタンダードとは、時代を経ても変わることのない
定番、もっとも基本的・標準的なものを指す。しか
し、流れの速いファッション界で、時代に取り残され
ることなく、長い間色褪せずに愛され続けているスタ
ンダードアイテムは、基本的なデザインと機能性を保
ちながら変化してきた。何気なく街を見ていると、同
じようなデザインのアイテムでも、今の時代にさらり
とはまるものと、どことなく古さを感じるものとがあ
ることに気がつく人は多いのではないだろうか。その
違いが、今の形〈シルエット〉かどうかなのである。
本研究では、スタンダードアイテムの一例としてト
レンチコートをサンプルにする。時代ごとの形〈シル
エット〉の変遷をたどることで、今の形〈シルエット〉
を的確にとらえたものづくりができるのではないだろ
うか。そして、その要素を加味したパターン展開で実
物を制作し、実際に着用して検証する。

Ⅱ．トレンチコートのあゆみ

（１）トレンチコートの歴史
トレンチコートのはじまりは、雨天用のコートのた

めの素材として１８８８年にイギリス人のトーマス・バー
バリーによって発明された、綾織のコットン地「ギャ
バジン」である。これは、防水性とともに、夏は涼し
く冬は暖かいという特性を持ち、それまでのゴム引き
やオイル引きの素材と比べ快適な、全天候対応の素材
であった。この生地を使って作られたコートが、第一
次大戦（１９１４～１９１８年）時に塹壕（トレンチ）で着用
されたことから、「トレンチコート」の名がついたと
言われている。イギリス軍からの要望で、軍用として
の機能性が集約されたデザインのトレンチコートは、
当時、アクアスキュータム社とバーバリー社で製造さ
れた１）（図１）。その後、１９２８年頃を中心にトレンチ
コートは男性の間で街着として流行する２）。１９３０年代
頃の資料には女性のトレンチコート姿が見られるよう
になるが、この時期のスタイルではメンズのコートを
そのまま羽織ったようなイメージが強い（図２）。第
二次大戦では再び軍服として着用され、慰問に訪れる
女優のトレンチコート姿の資料も残っている。そして
戦後のファッション界の目覚ましい発展とともに、誰
からも愛されるスタンダードアイテムとして広がって
いく。
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年代 １９５０s １９６０s １９７０s前半

時代のトレンド

・１９４７年クリスチャンディ
オールがニュールックを発
表
・・オートクチュールの黄金期

・・マリークワント、クレー
ジュがミニスカートを発表
・・ポップカルチャー、スト
リートファッションの時代
・・ツイッギーのスタイル

・・プレタポルテの勢い
・・ベトナム戦争とヒッピー
・・コーディネートファッショ
ンの時代

スタイル写真

*1）１９５２，Aquascutum *4）1964，Catherine Deneuve *7）1970，Miss Burberry

*2）50s，Aquascutum *5）1968，HonorBlackman in Aquascutum *8）1972，Chiristian Aujard

*3）1957，Sophia Lauren *6）1963，Audrey Hepburn in Charade

トレンチコートのかたち

・・身幅が大きなＡラインでウ
エストの絞りがない。ベル
トをウエスト位置できつく
締めることで身頃部分は
たっぷりとブラウジング
し、スカート部分のふくら
みもカバーする。
・・アームホールが大きく、か
なりゆったりとしたラグラ
ン袖。
・・着丈は長く、すねまで。

・・着丈が短くなり、ひざが見
え隠れする。
・・身幅の変化は少ないが着丈
が短くなった分、裾のシル
エットに張りがでている。
・・アームホールは大きく、
ゆったりしているがデザイ
ンによってセットインス
リーブもみられる。

・・身幅が細くなり、ブラウジ
ングの少ないすっきりした
シルエット。
・・アームホールが小さく細身
の袖。セットインスリーブ
が多くみられる。
・・パンツやブーツが登場し、
それに合わせるひざ丈が中
心。
・・衿腰が高く、張りのある大
きめなラペル。

図３ トレンチコートのシルエットの変遷
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１９７０s後半 １９８０s～１９９０s前半 １９９０s後半～２０００s ２０００s後半～現在
・１９７５年サンローランがタキ
シードルックを発表、女性
のパンツスタイルが認知さ
れる
・・コンサバティブファッショ
ン
・・アウトドア、ワークウエア

・・キャリアウーマンと厚い肩
パットのパワースーツ
・・ダナキャラン、ラルフロー
レン、ジョルジオアルマー
ニなど
・・ボディコンとジェンダーレ
ス

・・高級ブランドの再編と新た
なブランドの参入で、ビッ
グトレンドの生まれない時
代
・・アントワープ６
・・リアルクローズ
・・ミニマルファッション

・・ファストファッションの伸
長
・・素材の機能的進化
・・コーディネートや演出に
よって新しさを表現する、
タブーのない時代

*9）1979，Meryl Streep *11）1987，Men’s Vogue *14）2002，Burberry *17）2012，Burberry

*10）1979，Jackie Kennedy *12）1985，Carlotte Rampling *15）2005，Burberry *18）2011，Alexa Chung

*13）1993，Madonna *16）2006，St.John

・・ラフな着こなしが登場、全
体にゆとりの加わった動き
やすいシルエットになる。
・・縦長のラインで、裾幅の広
いパンツにひざ下丈のコー
トをコーディネート。
・・衿の形や大きさは７０年代前
半から続いている。

・・身幅、肩幅、袖幅すべてが
大きく、たっぷりとしてい
る。肩パットの入ったラグ
ランスリーブで、さらに大
きさを強調している。
・・着丈はコーディネートに
よって様々なバリエーショ
ンが増え、すね丈や、ヒッ
プライン下のショート丈な
ども。

・・身幅、肩幅、袖幅が徐々に
小さくなり、コンパクト
化。タイトに見せるため
コートの中も厚物の重ね着
はあまりしなくなる。
・・デザインや素材のバリエー
ション自体がかなり増える
が、ベーシック路線ではひ
ざ丈のスカートに合わせた
着丈が中心。

・・タイトな流れが続き、
ショートパンツやスカート
丈は増々短くなり、コンパ
クトなコーディネートに合
わせて着丈もひざ上が増え
る。
・・コーディネートにタブーが
ない分、ベーシックとして
無駄がなくシンプルな形に
おさまる。
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（２）シルエットの変遷
１９５０年代以降の、時代ごとの流行のスタイルとトレ
ンチコートのシルエットの変遷を見ていく（図３）。
ファッションの歴史と変遷を端的にたどっていく
と、デザイナーたちが文化的な背景などからインスパ
イアされて新たなファッションを発表し、それが爆発
的なブームを呼び、それを機にファッションの新時
代・新スタイルへと変化する、というようにわかりや
すい転換期が見て取れる。しかし、大きなデザイン革
新の少ないスタンダードアイテムについては、だれか
一人のデザイナーが発表する劇的な変化というより、
ファッション全体の変遷にともなって部分的に、例え
ば着丈や身幅の分量などが微妙に変化しながらその時
代の形〈シルエット〉へと移り変わっていくように見
える。つまり、その時代のトレンドから、時代を生き
る多くの人が感じている「今の気分（スタイル）」を
様々なアイテムにおいて形〈シルエット〉に取り込む
ことで、いつの時代にも忘れ去られてしまうことな
く、その時代を象徴するファッションに溶け込んでい
るのだ。トレンチコートについて言えば、コートとい
うアイテムの性質上、中に着るもののシルエットの影
響を受けるので、アームホールや袖の太さ、また着丈
のバランスなどに時代感がよく出ていると言ってよい
だろう。

（３）今の気分
ファッションにおいてだけでなく、身の回りの日常
品すべてにおいて多種多様な現在を、一つの流行や言
葉で定義するのは非常に難しいが、今を語るうえでの
重要なキーワードとして「スマート」について考える。
シンプルで機能性に優れた新製品が身の回りの様々な
分野で話題になっている。ファッションにおける「ス
マート」を考えるとき、それはとにかく見た目の「細
さ」だけを追求するという意味でなく、着る人にとっ
て快適な機能性（暖かさや涼しさ、動きやすさや軽さ）
を組み込んで、しかも美しく無駄のない形〈シルエッ
ト〉を指す。高機能な素材で着心地を追求したイン
ナーや、スリムで無駄なしわがよらず、しかも動きに
フィットするデニム、軽くて肩の凝らないダウンジャ
ケットなどが、メガヒット商品としてマス層を対象と
したマーケットで話題になっている。ファッションで
ある以上、見た目はもちろんだが、それだけでなく、
機能性も含めた「スマート」が今の形〈シルエット〉
を考えるポイントと言えるのではないだろうか。
これを踏まえてトレンチコートについて言えば、も
ともと軍用であるため、すでにデザインのディテール
として様々な機能性が組み込まれている。それに加え

て考える要素として着心地（重ね着のしやすさや運動
機能）と着用時の見た目のスマートさ、そして忘れて
ならないのが他のアイテムとのコーディネートバラン
スである。ファッショントレンド自体がかなりの振り
幅をもった現在では、一つの形〈シルエット〉に絞る
ことが難しく、カジュアルに合わせるのか、フォーマ
ルに合わせるのかによってもコーディネートバランス
は変わる。テイストと用途に合わせた微妙なバランス
の違いまで意識したものこそが、今の気分にフィット
する「スマート」なトレンチコートの定義と言えよう。

Ⅲ．実物制作

（１）サンプル製品
今回、実物制作を行うにあたり、英国Burberry 社

製のトレンチコート（製造年不明）をサンプルとして
デザインディテールや仕様の参考にした（図４）。

比較的ゆったりとしたシルエットで、着用時にベル
トでブラウジングすることでたっぷりとしたドレープ
が出る。着丈はひざ下である。脇はぎで、ウエスト位
置で少ししぼっている。仕様の特徴として、前見返し
と裾、後のストームフラップ端に不織布の芯がふらし
で入っており、他の箇所には一般的な接着芯が使われ
ている。また、袖裏は表地と同じくラグラン線に沿っ
た切り替えになっているが、肩部分のみ、裏側から表
地と同素材をかませて補強している。

図４ サンプル製品
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（２）制作に使用するボディと原型
今回の制作には８Tall Miss/AMIKO FASHIONS
のボディを使用した（図５）。丸みのある女性らしい
Miss 体型に比べ背丈が高く、スポーティーな体つ
き３）である。モデルサイズとして使用されることの多
いボディだが、一般標準としてのMiss 体型と比べて
筋肉質で肩に厚みがあり、肩傾斜が少ない。
このボディに合わせてドレーピングで制作した原型
に、ゆるみを加えて展開したプリンセスライン原型を
もとにする（図６、図７）。今回はコートの制作のた
め、中に着るブラウスとジャケットの厚み分を考慮し
てプリンセスライン原型に２サイズアップ（B＋６．０
cm）のグレーディングをしたものをコート原型とし
て使用する（図８）。

（３）デザインとシルエット
すっきりとしたラインで、ウエストをベルトで締め

たときにも身頃に沢山の布がたまらないように３パネ
ルの仕様で適度にウエストをしぼる。ブラウジング分
量はほとんどとらないため、ベルトループの位置を高
め（ボディのウエスト位置と同じ高さ）にする。着丈
は今のスカートやパンツとのコーディネートバランス
を考え、ひざ丈に設定。袖は、細身に見せつつ、秋～
冬シーズンのコートとして中にジャケット程度の厚み
を重ねても着心地を損なわないために、動きに必要な
分量を加える。衿は全てのボタンを留めたとき、第一
ボタンをあけたとき、そして衿を立ててチンフラップ
で固定したときの３通りのバランスを考慮し、さら
に、後ろだけ立てて前を開いた形が美しく見えるかど
うかにも着目した。

図５ ８Tall Miss ボディ 図７ プリンセスライン原型

図６ プリンセスライン原型トワル 図８ コート原型
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図９ パターン展開手順１（コート原型）

図１０ パターン展開手順２（身頃部分）

図１１ パターン展開手順３（身頃部分）

図１２ パターン展開手順４（袖原型）

（４）パターン展開
目的に応じた機能性を的確に組み込むために、パ
ターン操作によって身頃と袖の展開をする。
展開解説（図９～１６）
完成パターン（図１７）
トワル（図１８、１９、２０）

・衿ぐりに浮かし分を入れる。
・後ろ中心の浮き分をたたむ。
・パネルライン位置を決め、パネルラインにダーツ分
を展開して切り離す。

・各パーツを合わせる。このときラグランスリーブと
して必要なアームホールの浮かしを入れる。

・着用時に後ろに抜けにくくするため肩線を前に移動
し、肩先でもアームホールの浮かし分を入れる。

・動きやすいラグランスリーブにするため原型の袖山
を低く展開する。袖底にも運動量としてマチ分を展
開する。
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図１３ パターン展開手順５（袖部分）

図１４ パターン展開手順６（脇部分）

図１５ パターン展開手順７（身頃部分）

図１６ パターン展開手順８（衿部分）

・身頃のラグラン線部分を切り離し、袖山に据える。
腕を上げた時に身頃に引かれる運動量として、袖ぐ
りから少し浮かせる。
・肩線からつながるように袖の縫い目線を入れ、切り
離す。

・身頃側にも同様に腕を上げた時の運動量を、ウエス
トから袖ぐりに向かって加え、パネルラインを修正
する。

・デザイン線を入れる。
・ケープドバックヨークは腕の動きで引かれる運動量
と、背中の丸みに沿わせたときの上乗り分量を加え
て展開する。

・衿は首にすいつけたカーブの台衿にすることで、衿
を立てても安定しやすい。※衿は見た目のバランス
を重視したため、ドレーピングでの成形を優先し、
その結果をもとにしたパターン展開図とする。

（５）実物作品
使用素材 コットンギャバ（表地）、先染めチェック

コットン（裏地）、ツートン（袖裏）、不織
布（芯地）、スレキ（袋布）、ダンレーヌR
３０００（接着芯）

完成作品（図２１、２２、２３）
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図１７ 完成パターン（１／５製図）
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図１８ トワル（前） 図１９ トワル（横） 図２０ トワル（後）

図２２ 完成作品

図２１ 完成作品 図２３ 完成作品
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（６）検証
パターン作成の段階で、衿を立てたときに保ちやす
い形を意識したが、試作では出来上がりの風合いがイ
メージよりも若干柔らかく仕上がった。表衿（背中心
にタテ地）と地衿（背中心で正バイヤスの二枚はぎ）
両方に同じく接着芯を貼って仕立てているが、立てた
ときの張りを意識すると地衿側をもう少し硬くしても
良かったように感じる。
前身頃の打ち合わせ部分と裾に、サンプル製品と同
じく不織布を芯地として据えた。ふらしにすることで
生地に動きが出るので接着と比べて表地の風合いに影
響が出にくく、しっかりとした形を保ちやすい。
着心地に関しては、袖はラグランスリーブでもでき
るだけ細く見えるように作っているが、腕を通すと見
た目よりもずっとゆったりとした心地良さが感じられ
る。ここ数年のアウター市場ではゆとりを最小限まで
削った細身のコートが多く、肩周りが動きにくく重ね
着もしにくいものを沢山着てきたので、適切な運動量
を加えても細く見せるためのパターン操作の有効性
を、実物に袖を通すことで実感できた。ただし今回、
秋～冬用のコートを想定して制作したため、スプリン
グコートとしての用途に対してはゆとりが多く、風合
いもしっかりとしているためやや大きく感じる。スプ
リングコートを想定した場合、１サイズダウンのジャ
ケットサイズの原型から展開し、着丈もやや短く設定
するのがよいと思われる。

Ⅳ．まとめ

今の形〈シルエット〉を的確につかんだものづくり
をするということは、作り手として常に感度の良いア
ンテナを張り、時代の気分とその微妙な変化を素早く
察知しなければならない。そしてそれを形にするに
は、多くの経験と知識、修練が必要である。今回の実
物制作においても、様々な要素をパターン操作に組み
込んだが、その分量感やバランスについては、トワル
での修正を何度も繰り返すことで完成したものであ
る。さらに、実際に袖を通して他のアイテムとコー
ディネートしてみることで、季節に合ったサイズ感や
着丈のバランスなど、新たな発見もあった。服は、人
が着ることで完成する。着る人にとってどう感じられ
るのか、また、それを見る人はどう感じるのか、それ
らすべてが今の形〈シルエット〉をつくる要素なので
はないだろうか。この制作を完成品として完結するの
ではなく、一つの経験として次につなげていくことが
何よりも大切であると感じる。その意味で「今の形〈シ
ルエット〉を探る」という研究は、終わることのない

テーマとしてこれからも継続し、ものづくりの基本に
していきたい。

註

（１）林勝太郎「トレンチコート物語」（くろすとし
ゆき監修『THE COAT』婦人画報１９８４所収）
pp．１２－１７．

（２）堀洋一「コートの２００年」（註（１）の本所収）
pp．１０－１１．

（３）株式会社アミコファッションズ「立体裁断用ド
レスフォームのご案内」パンフレットより．

図の出典

図１ Nick Foulkes, The Trench Book , ASSOULINE
PUBLISHING, NewYork,２００７より転載

図２ 図１に同じ
図３ ＊１～１１・１３・１５・１６ 図１に同じ

＊１２・１８ マーブルトロン『LOVE the COAT！』
２０１１より転載

＊１４ 出典不明
＊１７ 集英社「SPUR」２０１２年１０月号より転載

図４ 筆者撮影／資料提供 小山文子／撮影協力 小山
千曉

図５ 筆者撮影／資料提供・撮影協力 小山千曉
図６ 筆者制作・撮影／撮影協力 小山千曉
図７～１７ 筆者作図
図１８～２３ 筆者制作・撮影／撮影協力 小山千曉
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（５）小山千曉・小山文子『立体裁断 基本理論から

の応用』耕文社 ２０１２
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